
構造的グラフに対する効率的アルゴリズムの統一的
設計法

著者 西関  隆夫
URL http://hdl.handle.net/10097/41511



構造的グラフに対する

効率的アルゴリズムの統一的設計法

(課題番号09680320)

平成9年度～平成10年度科学研究責補助金(基盤研究(C)(2))

研究成果報告書

平成11年3月

研究代表者　西関隆夫

(東北大学大学院情報科学研究科)



00010176513

こ｢



はしがき

多くQj組合せ問題はNP完全であり,一般のグラフに村しては効率のよいアルゴリズム

はありそうにない･しかし特定のグラフに対しては効率のよいアルゴリズムを設計できる

ことが多く,そのようなアルゴリズムは実用上も有用である.特に,スケジューリング問

題や電気回路でよく現れる直並列グラフに対しては,個々の組合せ問題に対し効率のよい

アルゴリズムがアドホックな手法で設計されていた.

従来より我々は｢直並列グラフ上の組合せ問題に対する線形時間アルゴリズムの統一的

設計法｣の構築に世界で初めて成功しており,またその後,同研究で指摘した通り,その

統一的設計理論が直並列グラフに限らず一般の構造的グラフ,すなわち部分k一木にまで拡

張できることが明らかになってきていた.

しかし,これらの理論が適用できるのは,組合せ問題の内でも独立点集合問題など最大

(または最小)部分グラフ問題に限定されており,辺素部分グラフ分解問題に対する効率のよ
いアルゴリズムの統一的設計理論を構築することは残されている重要な研究課題であった.

本研究は･このような状況のなかで,構造的グラフの組合せ問題,特に辺素部分グラフ

問題に対して効率的なアルゴリズムを設計する一般的な方法論の構築を目的とし,平成9

年度～平成10年度の2年間にわたり文部省科学研究費補助金基盤研究(C)(2) 09680320の

援助の下に行われたものである.

本研究の第-の特色は･辺素部分グラフ分解問題のような"辺型"の問題に対する効率の

よいアルゴリズムの設計は･個々の問題に対してすら極めて困難であるなかで,あえて統
一的な設計理論の構築に挑戦するところにある.またその理論の根幹をなすと思われる"

最大次数稔和を保存するように辺素な部分グラフへ分割するアルゴリズム"というアイディ

アは従来にない独創的なアプローチでもある.

2年間の研究で我々は,木･直並列グラフ,部分k一木等の構造的グラフに対し,彩色問
■

題･素な道問題,グラフ描画問題等,様々な個々の問題に対するより高速なアルゴリズムの

開発に成功しており･一般の辺素部分グラフ分解問題に対する効率のよいアルゴリズムの

統一的理論構築のための基盤作りに十分な成果をあげることができたと自負している.本

報告書はその研究成果をまとめたものであり,関係各位にご高覧いただき,ご批判,ご教

授を賜り,今後の研究の推進に資することができれば幸である.

平成11年3月
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